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地域の協力による小・中学生の体験活動

夢実現ひろさき教育創生事業

市内一斉取組日
８月26日（火）

●どんな活動をしているの？

●各中学校区連携イメージ

　市では、「子どもの笑顔を広げる弘前市民条例～いじめや虐待のないまちづくりを目指して～」に
基づき、弘前の未来を担う子どもたちを市民みんなで見守り、いじめや虐待を防ぐための取り組みを
進めています。
　市民が誰でも取り組むことができる運動として、「あいさつ運動、ことばをかけて見守る運動」を
下記のとおり実施します。４月に引き続き本年度２回目の取り組みです。ぜひご協力をお願いします。

　市では、市内16のすべての中学校区で小・中学校、家
庭、地域による連携組織を作り、地域に根差したさまざま
な活動を通して、子どもたちの“育ちと学び”を応援して
います。

　「あいさつ運動、ことばをかけて見守る運動」も学校、
家庭、地域による連携活動として行っています。子どもた
ちの笑顔を広げるため、市民の皆さんのご協力をお願いし
ます。

小・中学校間の交流や連携した学習で、校種間の段差
を和らげ、義務教育９年間を貫く“育ちと学び”の環
境をつくります。

地域ぐるみで子どもを見守り、育て、「地域を大切に
する心」を育みます。

■問い合わせ先　学校教育改革室（岩木庁舎内、☎ 82・
1645）

強化週間
８月25日～ 29日

市民総ぐるみで
「あいさつ運動、ことばをかけて見守る運動」へのご協力を！

「あいさつ運動、ことばをかけて見守る運動」の効果
☆地域に「自分を知っていてくれる人」「自分が知っている人」がいることで、
子どもたちに「地域に見守られているという安心感」が生まれます。
☆子どもたちの行動に気を配ることにより、いじめや虐待の早期発見・早期
対応が可能となります。
　地域に住む人だけではなく、地域に勤めている人も、いじめや虐待をなく
するために、温かなまなざしを向け、思いやりを持って言葉を掛けましょう。

※詳細については、各中学校区に設
置している小・中学校、家庭、地域
による連携組織から学校や町会など
を通してお知らせします。
■問い合わせ先　学校指導課（岩木
庁舎内、☎82・1644）

子どもたちの笑顔を
子どもたちの笑顔を広げるために広げるために

子どもたちの笑顔を広げるために

保護者、地域などへの授業公開

※弘前城本丸石垣修理事業について、詳しくは下記URLをご覧下さい。
http://www.city.hirosaki.aomori.jp/kanko/shisetsu/park/ishigaki.html
■問い合わせ先　公園緑地課弘前城整備活用推進室（弘前公園緑の相談所内、☎33・8739）

弘前城石垣修理

◁津軽弘前城之絵図（17
世紀半ば・本丸部分、弘
前市立博物館蔵）
　弘前城の絵図としては、
現存する最古のもの。本
丸東側石垣に「石垣ノ築
掛三十八間」（現在の長さ
で約 70m）と書かれてい
る。

▽本丸東側石垣南端　慶長期に積まれた石垣
下部（赤線より下）には加工の少ない石が、
元禄期に積まれた上部には四角く形を整えた
石が使われ、異なる様相を見せている。

築城時（慶長 16
年・1611）に石
垣が築かれなかっ
た部分

　下乗橋から本丸の方向を眺めると、弘前城天守の下か
ら北側に長く続く石垣が目に入ります。この本丸東側石
垣には膨らみが確認されており、崩落の危険性があるこ
とから、修理工事に入るべく、準備を進めているところ
です。

　弘前城は今から約 400年前、江戸時代に造られたお城
です。築城計画を立てたのは弘前藩初代藩主・津軽為信（た
めのぶ）でしたが、工事着手前に亡くなり、その計画は
２代・信枚（のぶひら）に引き継がれました。そして慶
長16年（1611）、弘前城は完成します。
　しかし、実はこの時点では、本丸の石垣には部分的に
築かれていない場所がありました。江戸時代の絵図には、
本丸東側に石垣の積まれていない部分が描かれています。
なぜ石垣の一部が築かれなかったのかについては、今後
の発掘調査などの過程で明らかになるかもしれません。
　さて、この部分の石垣普請が始まるのは、築城から約
80年後のことです。弘前藩は４代・信政（のぶまさ）の
時代となっていました。信政は新田開発・産業と文化の
振興などに尽力した名君として知られ、西濠の土木工事
や城内への松の植栽など、弘前城内の整備にも力を入れ
ています。
　　元禄７年（1694）５月、藩は石垣普請について幕府か

ら許可を得て、７月に起工式である「御鍬（おくわ）初（は
じめ）」を行っています。同年９月より本丸未申（ひつじ
さる）櫓（やぐら）台から工事を始め、翌８年（1695）
６月には本丸東側石垣の工事が本格化しますが、この年、
弘前藩は冷害による凶作から、一説には領内人口の３分
の１が命を落とすほどの大飢饉（ききん）となり、８月
には工事を中断しています。
　飢饉の影響も残る元禄 12年（1699）３月に弘前藩は
本丸東側石垣工事を再開し、５月に石垣が完成しました。
　本丸東側の石垣は、飢饉という局限状態を経験した弘
前藩の人々の記憶とともに積み上げられているのです。

△下乗橋から見た天守と本丸石垣（右が東側石垣）

　今号から毎月1日号で、大規模な改修を予
定している弘前城の天守・石垣の歴史などに
ついての記事を連載します。

　　　　　　　　　 第１回
　～弘前城本丸東側石垣は
　　　いつできたのか？～
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